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や
つ
ら
の
乃

寄
る
儀
と
や
つ
ろ
ば
刀
b
掃
っ
て
い
る
。

ち
さ
っ
と
で
も
刃
向
え
は
え
7
人
i
授
与
と
僚
さ
れ
る
．

い
か
I
ニ
ノ
も
や
つ
る
隆
男
そ
う
だ
。

少
に
小
と
み
有
ル
宙
や
つ
ー
う
小
の
一
期
に
へ
こ
た
打
て
い
る
。

だ
噺
本
当
に
や
ー
つ
ら
筋
歳
出
ん
d
し
ろ
、
つ
爪
思

考
し
′
舟
h
O
に
や
－
つ
－
t
H
P
細
り
都
′
め
る
ん
亭
一
．
ス
ノ
ー
つ
高

）
）
初
音
ぼ
勢
J
畳
ハ
土
鍋
麹
に
八
°
ら
′
初
心
現
題
謝
り
で
す
っ
ド
上

C
ひ
し
保
う
に
場
と
う
も
疑
れ
出
口
で
広
〕
ら
ん
。

傍
ら
ほ
だ
‖
ぶ
ん
や
つ
ら
に
当
，
て
B
㌢
に

膿
く
！
し
て
タ
」
の
W
｛
に
ん
び
に
修
醤
ら
店
亀
ハ
小
目
一
に
．

だ
輝
線
ち
ほ
し
だ
負
け
て
し
き
．
で
ん
e
O
か
＝
。

角
ハ
I
l
る
．
に
ん
げ
に
傍
ら
ん
の
虻
に
元
騎
郁
雄
鉛
m
C
で
仁
，

や
っ
ら
話
話
捌
＝
・
ん
だ
．
や
つ
ろ
ば
力
，
も
衿
ん
に
も

職
∪
日
日
I
村
営
ト
。

〆
に
′
に
へ
こ
に
高
い
て
一
台
み
ん
宵
で
や
つ
ら
音
」
仙
名
）
乍

T
で
C
う
ん
烏

合
・
に
偉
う
伊
や
つ
ち
麻
の
－
猪
口
こ
と
〆
る
月
掛
で
そ
し
中
る
。

め
ー
つ
、
ク
爪
V
l
五
月
8
着
入
ラ
）
て
〓
い
る
あ
っ
ん
谷
美
と
C
n
ニ
ー
や

る
o

へ
大
杉
　
朱
）

霊
薬
誓
書
般
諒

恕

J

　

∴



放し∴∴存
一一「一一一一一一一一一一・（1）－－

－
＿
自
白
歳
事
は
惇

盲
、
大
詰
一
心
を
敵
対
さ
隼
人
闇
を
そ

あ
威
熱
に
し
て
い
る
∵
碓
っ
て
、
二
の
社

一
会
着
岸
、
静
著
毒
筆
恩
‖

ー
請
出
－
百
時
葱
粧
、
弓
の
ー
ー
斉
飢
′
笹
、
纏
足
相
中
芭
－
－
・

＜
塙
的
護
誓
」
美
風
停
運
動
の
栂
池
〉

コ
三
宅
弓
つ
通
勤
に
於
こ
、
個
的
史
話

の
領
域
と
共
周
年
寿
の
領
域
の
区
分
壷

、
計
雪
d
の
は
、
ナ
ン
セ
ン
ス
奮
こ
こ
だ
が
、

こ
の
癖
着
の
香
僅
か
春
画
化
し
た
の
は
、

我
々
日
大
が
都
会
で
、
薫
陶
生
活
、
共
同

特
価
高
め
て
半
日
程
経
っ
た
時
で
あ
る
。

異
風
任
、
す
な
わ
ち
磐
と
の
〈
関
係

の
あ
り
よ
－
つ
）
を
渠
ず
る
我
勾
幣
ま

ず
個
的
憂
動
と
し
て
、
新
し
日
鋼
性
へ
＝

自
我
）
を
創
り
出
さ
ぬ
－
ま
奮
う
曾
°
。

個
性
小
母
っ
籍
は
．
内
的
に
個
性

で
あ
っ
て
も
：
竹
に
対
し
、
あ
そ
か
も
国

衆
で
あ
る
よ
う
な
場
合
釈
衝
く
、
そ
の
よ

す
牒
擬
は
、
が
V
が
ツ
し
宰
白
色
面
詰

コ
三
ユ
1
、
ノ
運
動
で
追
求
す
る
個
性
こ

書
籍
と
の
梱
密
計
の
も
と
に
、

集
団
を
醸
す
多
毛
の
冬
あ
リ
ー
集
団
に

劉
ぎ
曇
ら
取
る
の
ぞ
は
疎
く
、
一
人
空
し

込
㌔
そ
勢
療
一
つ
こ
こ
を
知
ら
な
い
で

°そ。し
か
し
、
そ
の
人
宙
の
義
と
は
、
反

対
に
、
人
闇
の
身
体
が
研
き
か
け
る
同
園

（
社
会
）
は
、
互
い
に
篠
存
し
合
っ
関
係

に
弱
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
へ
敵
対

商
過
ぎ
が
長
く
な
っ
た
が
、
我
々
に
お

け
る
閤
題
は
、
埜
巾
空
電
へ
出
稼
ぎ
ユ
ニ

コ
ー
ン
）
を
し
て
‖
る
ー
（
考
に
一
我
々
が

琵
駿
的
－
こ
密
象
し
だ
は
ず
の
市
民
的
哀
情

の
な
か
に
雇
う
机
だ
。

ハ
帝
罠
的
入
閣
レ
ノ
）
コ
三
「
「
ン
約
人
閻
〉

私
は
、
市
民
と
は
憲
観
と
身
体
（
素
穀

が
乏
鮮
す
る
自
己
、
自
暴
境
、
生
話
空

間
）
が
、
相
矛
覆
し
仁
方
を
放
流
に
あ
る

毛
の
だ
こ
誘
え
る
。

＝
依
存
）
と
°
つ
春
め
ぢ
筆
書
高
っ

窪
が
市
琴
し
あ
る
‥

ま
を
、
両
氏
約
人
閻
膚
、
生
庁
の
榎

を
等
式
の
左
程
の
ご
ち
ら
に
も
置
け
ず
、

無
置
屋
に
動
く
性
向
を
も
っ
て
日
高
小
の

よ
う
で
折
る
。
こ
の
寺
つ
宮
市
民
的
大
関

か
ら
は
∵
宍
国
司
倭
的
な
信
頼
関
係
慮
、
作

り
得
啓
白
。
孝
雄
に
対
し
、
コ
三
コ
ー
ン

的
人
間
は
、
二
組
ラ
日
昌
の
内
な
至
両
氏

的
性
向
を
嘉
符
に
把
、
フ
）
、
そ
し
て
自
己

こ
の
賓
奉
主
義
裳
に
あ
っ
て
、
債
轄
÷
安
寧
を
通
じ
、
市
民
社
会
と
対
来
す
畜
こ



と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
三
千
シ
約
一
に
っ
‖
て
十
分
に
雪
を
理
き
て
＝
た

人
閻
関
係
を
追
求
盲
る
も
の
で
あ
る
。

コ
三
ユ
l
／
印
へ
闇
は
、
（
離
合
1
－
実

存
）
を
を
の
原
理
と
す
る
も
の
ぞ
あ
る
が
、

そ
れ
は
馨
稜
葺
が
固
辞
卵
に
葵
酸
さ
机

る
特
は
じ
め
て
馨
ら
れ
る
毛
の
そ
弱

電。
そ
の
晴
、
亀
吉
の
盗
動
樽
栗
岡
倦
湛
筋

と
し
て
位
置
付
け
ー
h
ノ
机
、
又
我
々
の
臼
璃

竜
馨
勤
は
、
と
の
両
者
豊
麗
に
留
積
L
m

た
全
体
釣
ぼ
運
動
を
ぼ
け
れ
ば
略
う
お
目
。

（
労
仇
を
通
じ
、
都
市
コ
三
ユ
ン
徹
を
）

我
々
が
、
坊
伸
を
突
風
の
毛
の
と
し
、

孝
の
日
韓
鮎
幻
想
に
ひ
た
っ
て
日
だ
暗
、

市
民
的
澄
柊
か
ら
来
る
讃
闇
題
が
生
じ
こ

きに。男
た
ら
は
∵
他
の
争
ル
ー
フ
と
宍
周
で

琴
聞
き
任
奉
を
し
て
い
る
が
、
彼
ら
と
の

関
係
で
仕
尋
の
ス
タ
チ
ュ
ー
居
、
遵
宍

と
誓
日
日
難
く
、
妥
協
崩
に
対
す
る
香
住

と
と
．
旨
に
靂
雰
黒
糸
塞
春
雷
っ

き
り
主
穀
で
き
宮
口
そ
い
た
。

女
た
ち
は
、
紙
器
工
場
に
玄
工
と
し
て

入
り
、
賃
釜
誼
で
会
社
側
と
団
交
し
、
ア

ッ
プ
観
衆
蚤
透
し
た
。
し
か
し
、
彼
を
ろ

ば
、
管
馨
と
他
の
画
を
ぎ
つ
い
う
陸
彼

的
関
係
に
あ
る
の
か
、
寡
運
営
を
勉
議

会
で
撃
か
な
が
ら
を
、
十
分
稜
緯
雪
し
て

い
る
と
は
宣
毒
口
。

今
、
我
々
は
、
牲
禁
を
し
げ
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
日
雇
的
現
冨
公
会
日
、
少

し
ず
っ
自
余
蓮
蛍
の
姦
味
を
堂
み
か
け
て

0
る
。
都
市
生
活
費
が
、
コ
三
ユ
I
／
各

志
向
す
毎
時
、
最
終
約
割
髪
膚
∴
職
場

・
蛍
種
と
い
う
労
協
の
堀
碧
南
ゑ
コ

≡
ユ
ー
ン
好
秦
宙
す
え
α
窪
は
、
自
己
の
再

興
的
生
詩
経
醸
、
帝
氏
姓
へ
身
体
V
、
そ

し
そ
そ
の
論
理
学
の
も
の
の
坤
に
、
コ
三

コ
ー
ン
像
が
現
英
仏
ざ
机
か
°
殴
り
、
そ

れ
塵
甲
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
め
る
し
、
縁
り

返
す
＾
無
）
の
斗
°
ご
あ
ろ
う
。

我
々
コ
三
ユ
」
ノ
崖
爆
雷
∵
聾
粛

日
常
姓
を
査
定
し
匡
）
と
室
へ
否
定
＞

し
、
ま
ず
森
々
の
布
窮
〈
身
体
）
タ
泰

討
レ
薗
す
べ
き
で
あ
う
ー
っ
。

1
2
月
即
日
・
箱
づ
く
り
内
転
任
撃
お
ご
の

3
0
日
・
窓
、
I
M
き
仔
宴
お
さ
め

引
臼
・
互
譲
大
会
（
マ
一
上
記
）

1
月
？
÷
－
6
日
二
山
積
n
ス
タ
デ
ィ
・
ギ
ヤ

－
ノ
ア
（
葱
飢
÷
宏
詞
降
「
大
詰
負

一
説
往
生
、
こ
む
っ
合
掌
烹
）

1
月
ウ
I
日
・
家
系
方
面
憂
帰
り

1
円
8
日
∵
コ
ミ
ュ
ー
ン
嘗
頼
（
1
C
‘
虎

丁
前
轍
擾
擁
壁



固
圏

嶺
撒
き
初
荷
脅
し
し
て
、
女
性

宙
十
5
亀
i
は
内
五
族
の
形
で
竹
褐
づ
く

り
そ
し
や
つ
て
日
暮
す
ら

内
職
面
詰
宣
言
畠
畢
忠
に
n
傷
「
　
ヤ
給
や

う
な
0
魚
か
＼
小
ノ
そ
し
だ
∴
腰
骨
崇
黒
煙
慣
拘
る

丁
子
竹
雄
∵
∧
I
砕
摺
－
1
）
う
、
宜
ハ
周
作
整
合
の
で

登
冷
さ
点
る
「
」
ニ
ー
「
二
一
タ
イ
ト
不
定
も
少

し
は
緬
、
／
）
さ
だ
ろ
う
、
万
一
フ
ス
拭
え
」
メ
ン

ー
7
，
〉
）
の
メ
ン
バ
ー
⊥
美
代
も
角
唖
に
ご
壬
J

：∴－

社
章
出
直
仝
／
＼
方
の
蛍
T
紀
停
止
案
こ
す
完
　
日
々

勲
∵
∵
千
古
）
、
話
し
合
“
，
仁
I
）
、
ブ
ス
可
と

L
手
島
敬
で
合
併
の
秀
J
え
に
浸
っ
上
告
ノ
レ
お

餅
ら
作
業
多
子
そ
日
参
百
。

今
、
私
に
ら
は
任
孝
一
を
こ
う
し
て
、
竃
ハ

金
に
別
れ
る
労
仰
の
お
か
し
＋
J
、
坪
小
企

業
の
公
社
の
仕
種
み
、
従
業
員
た
ち
の
様

子
を
酸
の
霜
ツ
に
I
）
に
し
、
こ
の
場
を
少
し

で
も
納
得
で
き
る
労
仰
の
で
き
る
場
に
し

て
‖
＝
こ
う
じ
国
母
つ
て
日
昌
す
。

龍
内
転
に
は
へ
日
日
椎
曹
V
 
Z
へ

悪
日
伸
幸
V
の
め
る
乙
会
社
は

、
一
室
〓
き
ず
っ
　
何
だ
薦
倒
、
同
じ
労
相
奏
し
霜
へ

仁
こ
手
口
な
恥
う
む
、
収
入
に
屋
加
硫
を
厄

孝
の
こ
と
で
す
。
会
社
は
、
こ
の
人
に
I
a

＜
‖
言
い
1
位
牽
＞
ぽ
か
り
と
∪
っ
わ
け
に
ぽ

‖
い
な
日
と
書
目
ま
で
二
郎
竹
著
し
聾
に

や
っ
て
も
ら
“
て
均
衡
ズ
レ
伯
杯
つ
め
に
モ
ネ
ノ

ア
ー
方
ノ
。内

転
で
つ
く
〟
に
も
の
の
歯
型
姻
値
1
3

暫
飾
捗
燭
優
に
よ
っ
て
は
飾
ら
れ
る
も
の
で

が
谷
〕
‖
V
C
い
う
こ
じ
十
g
細
目
り
＋
ま
し
た
。

霊
罵
頭
蓋
警
吏

と
な
ま
望
件
依

命
猿
さ
に
透
れ
訳
そ
う
ら
空
電

孤
定
木
m
〝
l
執
㌻
じ
軽
信
凧
．

乙
も
百
高
月
l
㌃

観
甲
・
勺
ノ
∧
舛
通
強
馴
つ
細
目
車
に
－
多
や
ご
↓
〕
責
レ
高
林
汐
二
つ

衿
空
高
相

A
W
抑
イ
e

縁
I
－
通
有
ノ
こ
と
肯
け

努
外
患
杯
爪
い
渇
筆
抑
制

卑
し
爪
の
血
盟
使
化
と
証
本
化

4
－
つ
熔
岩
刷
努
ま
の
肌

コ
三
ユ
ー
、
ノ
讐
枚

｝
柳
谷
手
心
恥

こ
誰
の
「
一
二
」
ユ
ー
ン
避
細
別
に
軸
内
れ
つ
バ
リ

一
m
寮
0
㌢
上
面
の

）
）
m
〟
I
コ
ニ
ュ
ー
」
ノ
凋
鴛
馴
委
し
〃
婦
人
勅
を
　
年
上

r
L彪

・
に
ら
の
日
韓
仇
運
動
の
ひ
と
つ

「
二
二
1
－
ン
撃
破
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躍
」
弘
二
年
俸
匂
奴
初
、
一
周
一
人

二
千
一
百
円
β
管
理
色
素
に
惹
け
一

護
運
読
聖
に
つ
‖
▼
↓
C
n
男
一
〔
型
碧
高
男
）
諦

／
）
合
口
工
手
i
つ
丁
じ
し
こ
う
、
デ
」

一
る
簿
を
つ
／
＼
台
と
い
う
濱
で
任
茅
を
篭
め
二
の
危
垂
は
、
パ
∵
！
ト
÷
ぐ
高
言
日
子
デ
↑
仁
テ
㌧
予

言
し
た
細
、
往
事
に
傾
1
1
て
さ
に
四
日
二
の
冷
轟
給
う
訪
馨
し
子
牛
価
を
空
夢
レ
l
i
－

二
日
こ
し
、
別
の
の
仕
事
を
や
1
て
欲
し
目
し
着
－
、
つ
こ
と
に
な
月
ノ
夢
し
こ
　
と
の
箱
現
へ
、
主
催

t
l
爪
で
a
J
に
。
、
私
た
ち
燭
、
こ
ち
、
つ
ぼ
盆

亨
と
も
う
う
盲
－
．
旅
が
＞
例
だ
i
か
ら
圭
か
n
れ
千
い
け
伸

以
上
の
算
個
と
6
日
善
し
才
に
。
そ
m
y
寝
娼

付
占
・
に
、
鮪
嵩
〃
内
り
塩
屋
と
ん
へ
の
と
こ
う
き

〔
作
業
の
日
〕
各
日
緩
　
年
後
小
－
ウ

ニ
訳
王
命
で
備
定
の
尻
腰
人
の
詔
に
か
が

千
㌢
ロ
ス
ノ
⊥
ひ
ろ
ノ
爪
の
諺
出
血
衰
－

圏
圏
醒

色
也
ハ
前
回
作
業
化

八
勉
剃
独
会
〕
重
来
麓

霧
1
伯
や
う
み
i
l
ハ
ぼ
哲
、
ク
雪
目
∨
し
、
た
高
二
子
も
想
帝
を
舞
育
三
J
倒
、
可
リ
ー
ー
一
ノ
、
什
l
V
粧
－
筍

ち
日
も
缶
／
＼
、
吏
予
に
、
長
柄
も
っ
て
草
子
偶
哀
し
一
仕
る
と
日
、
つ
こ
こ
で
／
習
得
さ
持
た
よ
う
で

風
／
＼
こ
こ
も
ぢ
／
＼
　
そ
へ
‥
男
卑
牛
毒
す
ご
引
き
妥
　
百
万
　
日
く
ら
褐
I
T
る
／
I
古
い
三
、
牽
幅
か
、

i
釆
助
川
の
｝
敷
・
人
）
し
仇
抱
罷
屠
九
爪
の
一
矢
礫
、
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秋綴るの饗厨が、、、、

弥凍るとl）きく私たちの共剛槌甚助には、ぶんやん小んやん・あれや

二組や、みんなで：アイデアを出し合白寿を合わ谷IT神語ら勘l

角題休心仇ふうにあIはす。

そこ巳　沢の要領でr正月スダチ仁千センチ。を訂鼠してlはす。

多種希望の方Iさ、三七言う曾」妃早めに遠縁下さい。

く日　時う　昭和増車1月2日・五年ノー一一6日・午後3時ごろ

「∴宣揚高畠　こむうを塾（大棚四条畷柄酎綱一号）

‡」」王二重主」墾亜塗塑攣屯懇駅」下車繊弱


